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連携した結果に対する意見または評価：

今後の連携強化に向けた課題：

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 チームもんじゅ 事業所番号 3513101927

稲葉　武史

実施した結果：職員からの指示だけではなく、自分自身で考

える努力が見られる様になった

電話番号 ０８３－２５０－７２２２ 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

活動場所：チームもんじゅA型事業所

実施日程：令和７年６月２１日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要：

企業を招いての従来の指導とこれからの指導についての研修

参加人数：企業担当１名・職員８名

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい：

指導方針・指導方法の見直し

利用者にとってのメリット：

利用者のストレングスを引き出し、安定感の中で仕事に向き

合える環境を整え生産性を向上させる

住　所 山口県下関市山の田東町３－６ 管理者名

利用者からの意見・評価

利用者からの意見・評価：

・職員の対応が変わり、初めは戸惑ったが、少しずつ今のやり方に慣れてきた

得られた成果：職員からの指示待ちが減少してきた

課題点：障害特性により継続していく事が難しい利用者もい

る為、職員も一貫をもって対応していかなくてはならない

連携先の企業や事業所等の意見または評価

　今回の研修に参加し、職員の皆様が利用者一人ひとりの特性を丁寧に把握し、より効果的な支援方法を模索されている姿勢が非常に印象的で

した。従来の指導方法を見直し、利用者の主体性を引き出すための新たなアプローチを積極的に取り入れようとされている点は、企業としても

大変心強く感じております。

　また、研修後には利用者の皆様に“自ら考えて行動しようとする姿勢”が見られるようになり、指示待ちの傾向が減少しているとの報告を受

け、支援の質が確実に向上していることを実感しております。これは、事業所全体で利用者のストレングスを引き出し、働きやすい環境づくり

に取り組まれている成果であり、非常に高く評価できる点です。

　今後もこの取り組みが継続されることで、利用者の自立性や生産性のさらなる向上につながるものと期待しております。企業としても引き続

き連携を深め、より良い支援体制の構築に協力してまいりたいと考えております。

　利用者の障害特性に応じた支援の継続性を確保するためには、職員間での情報共有や支援方法の統一がより重要になると考

えています。今後も双方で連携し、支援の質を高めていく体制づくりが課題であると感じています。

連携先企業（担当者） 株式会社メディカルテンダー（岸田部長）

様式２


